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間は定期船が 1日に 1往復，片道約 1時間で結んでいる。島の面積は 48 ha






















帯数は 716から 1.25倍に増加しているのに対して，人口は 5,505人（男子
2,743人，女子 2,762人）から 1,300人以上減少している。特に，若年層の




































と，1日から 11日までと 19日から 30日までであり，望（満月）前後にあた






























































































Soede & Erdmann 1998 b）。とくにマカッサル人漁業者にとって重要な漁法
















いた。大型漁船は 7～10日の出漁で 2 t 以上，中規模クラスで 1日 1漁船あ
たり 5から 200 kg, 1人乗りの小型船で出漁する漁業者は 1回の出漁で 1～15
kg を漁獲したという。





















































































































































































































































































































































ポン（同 1時間）などの漁場で操業していた。朝 4時頃に出港し，午後 2時
頃には戻る。爆薬はチェルゲンという薬品（1リットルで 5,000ルピア：当時
1ルピアは 0.014円）をガラス瓶に詰めて作る。この作業は船上でおこなう。




















ニャラなどの大型魚を集める。4, 5日の出漁で，約 3 t の漁獲物をもって帰っ
てくる。乗組員の収入は，1回の出漁で 30万～100万ルピアに達するという。
［事例 4］
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